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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内燃機関の吸気系に配設されるサージタンクと、同サージタンクにのみ接続されるレゾ
ネータと、気化燃料を吸着する燃料吸着部材とを備える気化燃料吸着装置であって、
　前記サージタンクは、その内部空間と前記レゾネータとの間を区画する区画壁Ａを有す
るものであり、
　前記区画壁Ａは、前記レゾネータの外壁に沿う態様で設けられるものであり、
　前記レゾネータは、前記区画壁Ａと前記外壁との間においてこれら壁に沿う態様で設け
られて当該レゾネータの内部空間を区画する区画壁Ｂを有するものであり、
　前記区画壁Ｂは、前記区画壁Ａとの間に通路を形成するとともに、前記外壁との間に部
屋を形成するものであり、
　前記通路は、前記サージタンク及び前記部屋にのみ接続されるものであり、
　前記部屋は、前記通路にのみ接続されるものであり、
　前記燃料吸着部材は、その長手方向に沿う面の全体が前記区画壁Ｂと対向する態様、且
つ同面と前記区画壁Ｂとの間隔が長手方向において一定となる態様で前記外壁の内周面に
取り付けられて前記部屋に配置されるものである
　ことを特徴とする気化燃料吸着装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の気化燃料吸着装置において、
　前記レゾネータは前記サージタンクと一体に形成されてなる
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　ことを特徴とする気化燃料吸着装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の気化燃料吸着装置において、
　前記燃料吸着部材は前記レゾネータの内周面全体に均一に形成されてなる
　ことを特徴とする気化燃料吸着装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内燃機関の気化燃料吸着装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内燃機関においては、運転停止後にシリンダ内の燃料が気化して吸気通路内に拡散する
ことがある。これに対して、例えば特許文献１には、内燃機関の吸気通路を構成するサー
ジタンクの内壁に凹部が形成されるとともに同凹部内に燃料を吸着する燃料吸着部材が配
設されるものが記載されている。こうした構成によれば、吸気通路内に残留する気化燃料
が燃料吸着部材に吸着されるため、吸気通路内の燃料濃度を低減することができる。
【特許文献１】特開２００２―３９０２５号公報
【特許文献２】特開２００３－２１４２６３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、内燃機関の吸気通路において、スロットルバルブの上流側に、クランクケー
ス内のブローバイガスを導入するためのブローバイ通路が接続されているものがある。こ
うしたブローバイガスの中には気化した燃料の他にオイルミストが含まれているため、吸
気通路内にはブローバイ通路を通じてオイルミストが混入することとなる。このため、特
許文献１に記載のものでは、燃料吸着部材にオイルミストが吸着して、燃料吸着部材が劣
化するといった問題がある。
【０００４】
　また、特許文献２には、吸気通路においてスロットルバルブよりも上流側に設けられた
レゾネータ内に燃料吸着部材を配設したものが記載されている。こうした構成によれば、
燃料吸着部材がレゾネータの内部に配設されているため、燃料吸着部材が吸気通路内に存
在するオイルミストに触れにくくなっている。しかし、同構成にあっては、燃料吸着部材
が、吸気通路内においてスロットルバルブよりも上流側の位置、すなわち、シリンダから
離れた位置に配設されているため、吸気通路内において吸気マニホールドやサージタンク
といったシリンダに近い位置における燃料濃度の上昇までは抑制することができない。こ
のため、例えば冷間始動時のように燃焼行程に発生した火炎が次の吸気行程まで消えずに
残っている場合に、吸気バルブが開弁する際にシリンダ内の火炎が吸気ポートを通じて吸
気通路側に逆流する現象、いわゆるバックファイアを十分に抑制することができない。そ
して、こうしたバックファイアが生じた場合には吸気管の耐久性が低下するおそれがある
。
【０００５】
　本発明は、こうした実情に鑑みてなされたものであり、その目的は、オイルによる燃料
吸着部材の劣化を抑制しつつも、バックファイアの発生を抑制することのできる気化燃料
吸着装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　以下、上記目的を解決するための手段及びその作用効果について記載する。
　請求項１に記載の発明は、内燃機関の吸気系に配設されるサージタンクと、同サージタ
ンクにのみ接続されるレゾネータと、気化燃料を吸着する燃料吸着部材とを備える気化燃
料吸着装置であって、前記サージタンクは、その内部空間と前記レゾネータとの間を区画
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する区画壁Ａを有するものであり、前記区画壁Ａは、前記レゾネータの外壁に沿う態様で
設けられるものであり、前記レゾネータは、前記区画壁Ａと前記外壁との間においてこれ
ら壁に沿う態様で設けられて当該レゾネータの内部空間を区画する区画壁Ｂを有するもの
であり、前記区画壁Ｂは、前記区画壁Ａとの間に通路を形成するとともに、前記外壁との
間に部屋を形成するものであり、前記通路は、前記サージタンク及び前記部屋にのみ接続
されるものであり、前記部屋は、前記通路にのみ接続されるものであり、前記燃料吸着部
材は、その長手方向に沿う面の全体が前記区画壁Ｂと対向する態様、且つ同面と前記区画
壁Ｂとの間隔が長手方向において一定となる態様で前記外壁の内周面に取り付けられて前
記部屋に配置されるものであることをその要旨とする。
【０００７】
　上記構成によれば、燃料吸着部材はサージタンクにのみ接続されるレゾネータの内部に
配設されているため、燃料吸着部材はオイルミストを含む吸気に直接曝されにくくなって
いる。その結果、オイル付着を抑制するための特別な構成を付加することなく、オイルに
よる燃料吸着部材の劣化を抑制することができる。
【０００８】
　また、燃料吸着部材はサージタンクにのみ接続されるレゾネータの内部に配設されてい
るため、吸気通路内においてシリンダに近い位置における燃料濃度の上昇を抑制すること
ができる。その結果、バックファイアの発生を抑制することができる。
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の気化燃料吸着装置において、前記レゾネー
タは前記サージタンクと一体に形成されてなることをその要旨とする。
　上記構成によれば、レゾネータはサージタンクと一体に形成されているため、気化燃料
吸着装置の構成をより一層簡素化することができる。
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載の気化燃料吸着装置において、前記燃
料吸着部材は前記レゾネータの内周面全体に均一に形成されてなることをその要旨とする
。
【００１１】
　上記構成によれば、燃料吸着部材はレゾネータの内周面全体に均一に形成されているた
め、燃料吸着部材が配設されることによってレゾネータの本来の機能が損なわれることは
ない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明にかかる気化燃料吸着装置の一実施形態について、図１を参照して説明する。な
お、本実施形態では気化燃料吸着装置が適用される内燃機関として直列４気筒式のものが
採用されている。
【００１３】
　図１は本実施形態における気化燃料吸着装置を構成する吸気通路の部分断面図である。
　吸気通路２０において、図示しないエアクリーナの吸気下流側には、その内部にスロッ
トルバルブ２２が組み込まれるスロットルボディ２４が配設されている。なお、スロット
ルバルブ２２の吸気上流側にはクランクケース内のブローバイガスを導入するためのブロ
ーバイ通路が接続されているが、これについては上述したとおりである。
【００１４】
　スロットルボディ２４の吸気下流側には、吸気管２６を介してサージタンク１２が接続
されている。サージタンク１２は、その内部に吸気を導入することにより、吸気の脈動や
干渉を抑制する機能を有している。
【００１５】
　サージタンク１２にはレゾネータ１４が接続されている。レゾネータ１４は連通管１４
Ａ及び空気室１４Ｂを備えている。連通管１４Ａの一端部はサージタンク１２内に連通さ
れるとともに他端部は空気室１４Ｂに連通されている。これにより、レゾネータ１４はサ
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ージタンク１２にのみ接続されている。レゾネータ１４は吸気の共鳴効果を利用すること
により、内燃機関の回転速度と吸気の充填効率との関係を調節して機関トルクの変化を平
滑化する機能を有している。ここで、レゾネータ１４の機能上、流路断面積の小さな部分
（連通管１４Ａ）を通じて流路断面積の大きな部分（空気室１４Ｂ）が接続されている。
【００１６】
　吸気通路２０においてサージタンク１２の吸気下流側には、吸気マニホールド２８が配
設されている。サージタンク１２内に導入された吸気は、吸気マニホールド２８の分岐管
を通じて分配されて図示しない各シリンダへと供給される。なお、サージタンク１２は、
一般に吸気マニホールド２８等のシリンダに近い部分に接続される。
【００１７】
　レゾネータ１４の空気室１４Ｂの内周面には、均一な厚さの燃料吸着部材１６が対向し
て配設されている（図１では１つのみを表示）。燃料吸着部材１６はレゾネータ１４内の
気化燃料を吸着する機能を有している。なお、本実施形態では、燃料吸着部材１６はシー
ト状に形成されており、その材質として活性炭が採用されている。
【００１８】
　なお、本実施形態のサージタンク１２、レゾネータ１４、及び吸気マニホールド２８は
樹脂により形成されており、レゾネータ１４内に燃料吸着部材１６を配設した後にサージ
タンク１２及びレゾネータ１４が一体化されている。そして、この一体化に際して、サー
ジタンク１２とレゾネータ１４との境界に連通管１４Ａが形成される。
【００１９】
　以上説明した本実施形態によれば、以下の効果が得られるようになる。
　（１）燃料吸着部材１６はサージタンク１２にのみ接続されるレゾネータ１４の内部に
配設されているため、燃料吸着部材１６はオイルミストを含む吸気に直接曝されにくくな
っている。その結果、オイル付着を抑制するための特別な構成を付加することなく、オイ
ルによる燃料吸着部材１６の劣化を抑制することができる。
【００２０】
　また、燃料吸着部材１６はサージタンク１２にのみ接続されるレゾネータ１４の内部に
、すなわちシリンダに近い部分に配設されているため、吸気通路２０内においてシリンダ
に近い位置における燃料濃度の上昇を抑制することができる。その結果、バックファイア
の発生を抑制することができる。
【００２１】
　（２）レゾネータ１４はサージタンク１２と一体に形成されているため、気化燃料吸着
装置１０の構成をより一層簡素化することができる。
　（３）燃料吸着部材１６はレゾネータ１４の内周面に均一に配設されているため、燃料
吸着部材１６が配設されることによってレゾネータ１４の本来の機能、すなわち内燃機関
の回転速度と吸気の充填効率との関係を調節して機関トルクの変化を平滑化する機能が損
なわれることはない。
【００２２】
　尚、上記実施形態は、これを適宜変更した以下の形態にて実施することもできる。
　・上記実施形態では、燃料吸着部材１６の材質として活性炭が採用されているが、燃料
吸着部材１６の材質はこれに限られるものではなく、気化燃料を吸着することのできるも
のであれば任意である。
【００２３】
　・上記実施形態では、均一な厚さの燃料吸着部材１６がレゾネータ１４の空気室１４Ｂ
の内周面に対向して配設されているが、均一な厚さの燃料吸着部材をレゾネータ１４の内
周面全体に配設してもよい。同構成によれば、レゾネータ１４の本来の機能を損ねること
なく、燃料吸着部材の性能を更に向上させることができる。
【００２４】
　・上記実施形態では、レゾネータ１４はサージタンク１２と一体に形成されているが、
これらは必ずしも一体に形成される必要はなく、レゾネータ１１４をサージタンク１１２
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連通管１１４Ａ及び空気室１１４Ｂを一体に形成するとともに、レゾネータ１１４をサー
ジタンク１１２に取り付けるといった態様を採用してもよい。なお、この場合であっても
、サージタンク１１２、レゾネータ１１４、及び燃料吸着部材１１６によって気化燃料吸
着装置が構成される。要するに、燃料吸着部材が、サージタンクにのみ接続されるレゾネ
ータ内に配設されるものであればよい。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の一実施形態にかかる気化燃料吸着装置を構成する吸気通路の部分断面図
。
【図２】本発明の気化燃料吸着装置を構成する吸気通路の変更例を示す部分断面図。
【符号の説明】
【００２６】
１０，１１０…気化燃料吸着装置、１２，１１２…サージタンク、１４，１１４…レゾネ
ータ、１４Ａ，１１４Ａ…連通管、１４Ｂ，１１４Ｂ…空気室、１６，１１６…燃料吸着
部材、２０…吸気通路、２２…スロットルバルブ、２４…スロットルボディ、２６…吸気
管、２８…吸気マニホールド。

【図１】 【図２】
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